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本市・県の課題

体力合計点は全国５位
ボールスローは41位

投能力の向上が課題



研究のねらい

学年に応じた投動作の習得



年度ごとのねらい

低学年（R6）
投げるための体の動かし方、
体の使い方を身に付ける

中学年（R4）
力強く遠くに投げるための、
体の使い方を身に付ける

高学年（R5）
より遠くに投げるための、
体の使い方を身に付ける

低学年における投動作の習得が重要



力強く遠くに投げることと
楽しみながら投げることを
目指しました。

児童の実態と研究のねらい（１年次）４人に１人は投げ
ることが苦手と感
じている



ネット型ゲーム（ボンバーゲーム）の中で
投力を向上する

ボンバーゲーム



ねらいを達成するための工夫① 教材選択

低学年で取り扱うことが多
いネット型ゲーム

オーバースローが自然と身
に付く

ネット型のおもしろさが感
じられやすい

袋をボール（爆弾）に見立てて
投げ合う・痛くない



ボンバーゲームの様子



ねらいを達成するための工夫②（充実した資料をもとにした学び合い）

classroomにリンクを貼る
だけで、全員が自分の動き
を確認できる。

前時をふりかえり、本
時の課題を引き出すの
にも有効。



シラバスとは
学生が授業内や授業外で学習を行うための指針

ねらいを達成するための工夫③ シラバスを活用した学び

単元の見通しをもたせ
ることで主体的に取り
組む姿が見られた。



１年次 ボールスローの記録の変化

中学年で
約１ｍ程度の記録の向上が見られました。

男子 女子



成果

記録の向上が見られた。

投げる動きを楽しみながら取り組む様子が見られた。



課題 ～１年次 授業公開後の研究協議より～

多くのグループから
力強く遠くへ投げる
ことへの焦点化のア
ドバイスがありまし
た。

タスクゲームの要素が影響し、遠くに投げるメリ
ットが弱くなった。



研究のねらい（２年次）

「陸上運動（投の運動）」をとおして、よ

り遠くに投げる力の向上を目指す

１年次のアドバイス
をもとに遠くへ投げ
ることにフォーカス
しました



陸上運動（投の運動）について

現行学習指導要領（平成 29 年７月）において，さらなる投力向上のために

「C 陸上運動」「C 走・跳の運動（遊び）」において，投の運動（遊び）を加

えて指導することができると示されている。

投の運動の指導の手引きが、
スポーツ庁のHPで公開されて
います。（低・中・高）



おおばーハンドスローゲーム

基礎感覚づくりの運動（W-UP）

フォームチェック

めあての確認

チャレンジタイム

課題解決学習

ICTを活用した振り返り



より遠くに投げるための取り組み① 基礎感覚づくり



より遠くに投げるための取り組み② 投動作のポイントの共有

児童と一緒に、
児童の言葉を使
ってポイントを
整理することが
できた。



より遠くに投げるための取り組み③ 自己の課題の把握

チェックカード
は３種類用意。
それぞれの課題
に合わせた学習
カードを使用す
ることで観点が
明確に。



より遠くに投げるための取り組み④ 課題解決学習



課題解決学習の様子

ひじの高さを
もっと上げた
方がいいよ。

学習カードで
いうと、この
場面が・・・

投動作のポイントが共有できているため、アドバイスが具体的になった



チャレンジタイムの様子

オオバースローゲームについて

シンプルで記録
の変化がわかり
やすいゲーム。



チャレンジタイムの様子



ICTを活用した振り返り(google slide)

自分の成長を言語化することができた。



ICTを活用した振り返り(googleジャムボード)

よくできた

ふつう

できなかった

め
あ
て
の
達
成
度
は
色
で
表
現
し
よ
うふせんの色分けは、教師へのフィードバック

にも有効



ICTを活用した振り返り(動画)



取り組みの成果の検証について

単元の実施前後で記録の測定と動画の撮影を行う

フォーム・ボールスローの記録を実施前後でそれぞれ比較

筑波大学三田部先生に分析していた
だきました。



授業前後の変容（上位児童） ２９ｍ→３５ｍ

テイクバック◎

スタンス◎

胸の開き◎

捻転◎

ひじの高さ◎

ムチ動作◎

フォロースルー◎



授業前後の変容（中位児童） １９ｍ→２４ｍ→３５ｍ（今年１０月）

テイク
バック 捻転

胸の開き・
スタンス

ムチ動作
リリースの位置

腕の引き
ひじの高さ

フォロー
スルー

約１年半で１６ｍ
更新しました



授業前後の変容（下位児童）１２ｍ→１６ｍ

体全体を十分
に使った
ダイナミック
なフォームに



授業前後の変容（記録が下がった児童）２６ｍ→２３ｍ

記録は下がっ
たが、フォー
ムの改善が見
られた



授業前後の変容（記録が一番上がった児童）１６ｍ→23ｍ

フォームが改
善され、
７ｍ記録が向
上した



記録の変容

男子 平均 ２２ｍ → ２４.１ｍ 2.1ｍアップ

女子 平均 １９.2ｍ → ２１.3ｍ 2.1ｍアップ

フォームの改善とともに、記録が向上した



成果と課題

投動作と記録、双方の向上が見られた

高学年においては、投動作に対する正しい知識と、思考への働きか
けが、投動作の獲得に有効

短期間で身に付けた動作のため、継続した取り組みが必要



研究のねらい（３年次）

「走・跳の運動遊び（投の運動遊び）」を

とおして、遠くに投げるための体の動かし

方の習得を目指す



陸上運動（投の運動遊び）の中で投力を向上する

全３時間構成

・筑波大学三田部先生・・・T1

本校職員・・・T2 T3

単元名「とおくになげよう！めざせ金メダル」

三田部先生に、
単元を通してT1
で授業実践して
いただきました。

体育科教諭以外
の体育指導力の
ボトムアップが
課題



単元計画

主運動につながる運動遊び

主運動につながる
運動遊び

チャレンジタイム
（終わり）

チャレンジタイム
（初め）

めあての確認

めあての確認

めあての確認

チャレンジタイム
（終わり）

チャレンジタイム
（初め）

チャレンジタイム
（初め）

チャレンジタイム
（終わり）

主運動
主運動



実際の授業の様子



授業前後の変容（上位児童）

テイク
バック

胸の開き・
ひじの位置

投射角 リリースポイント



授業前後の変容（中位児童）

軸足に体重が
のっている

ひじが高く捻転動作
より遅れて出てくる

リリースのタイミングで
体が正面を向いている



授業前後の変容（下位児童）

体の向き
スタンス

フォロー
スルー

ムチ動作
後傾・体重移
動・ひじの位置



成果と課題

児童が望ましい投動作を獲得することができた。

低学年においては、様々な投運動を経験させることが望ましい投動
作の獲得に有効であることがわかった。

時数と活動内容のバランス設定が難しい。ティームティーチングが
難しい場合は、１時間内の実施種目を減らしたり、時数を増やした
りする必要がある。



まとめ

ボールスローの記録を向上させるためには、「陸上運動（投の運
動）」のプランニングを取り入れ、実施することが有効である。

高学年では、ポイントを理解したうえで思考する時間を多くしたり、
低学年では、運動量を確保したりするなど、児童の発達段階に合わ
せたプランニングが必要。



茨城の投能力は向上する



ご清聴ありがとうござい
ました


